
２ 主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善〔小学校国語〕

□ 国語Ａの領域別では、「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」
で全国とほぼ同様であり、評価の観点別では、「話す・聞く能力」「言語についての知識・理解・
技能」で全国とほぼ同様です。
□ 国語Ｂの領域別では、全ての領域、評価の観点別では、「国語への関心・意欲・態度」で全国
を大きく下回っています。
□ 国語Ａ・Ｂの問題形式別では、「記述式」で全国を大きく下回っています。

〔分析〕

○ 国語の基礎的な知識・技能が概ね定着しています。
● 主語と述語との関係などに注意して、文を正しく書くことに課題が見られます。
● 話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめたり、複数の資料の内容を関係付けて理
解したり、表現したりすることに課題が見られます。

〔成果と課題〕

◆の改善の方向性に関する事例を紹介しています。 P４〜P５

課題の解決に向けて、例えば次のような指導を充実させることが大切です。

【話すこと・聞くこと】
◇ 相手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめる指導
（例）・自分に伝えたいことは何か、共に考えたいことは何かなど、話の内容を十分に聞き取

る活動
・相手と自分の意見を比べて考えを述べるために、どこが共通するのか、どのような点
が違うのかなどを、具体的に明示しながらまとめて話す活動

【書くこと】
◇ 構成の効果を考えて、物語を創作する指導
（例）・これまでに読んできた物語を構成という観点で読み返し、それぞれの特徴とその効果

を整理するなど、読むことの学習との関連を図る活動
◇ 目的や意図に応じ、複数の資料から適切な内容を取り上げて、詳しく書く指導
（例）・得られた情報の中から目的や意図に応じて適切な内容を選択したり、関係付けて捉え

たりする活動
・情報の何をどのように取り上げて、詳しく書けば効果的であるかを整理して書く活動

【読むこと】
◆ 目的に応じて、複数の本や文章などを選んで読む指導
（例）・目的に応じて、複数の本や文章を読み重ねたり、読み比べたりするなど、効果的な読

み方を選択して活用する活動
【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】
◇ 文の中における主語と述語との関係などに注意して、文を正しく書く指導
（例）・児童が自ら主語と述語が照応していないことに気付き、正しく書く必要性を実感でき

るよう、他者に向けて話したり、目的や相手を明確にした実用的な文章を書いたりす
る活動

◇ 相手や場面に応じて適切に敬語を使う指導
（例）・日常生活の具体的な場面と関連させ、いつ、どのようなときに、誰に対してどのよう

な敬語を使うことが適切であるかを考えるなど、児童が自覚的に敬語を
使用する活動

〔改善の方向性〕
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２ 主体的・対話的で深い学びの視点からの
授業改善〔中学校国語〕

□ 国語Ａの領域別では、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」で全国を上回っており、評価の観点別では、「話す・聞く能力」「書く能力」「言
語についての知識・理解・技能」で全国を上回っています。

□ 国語Ｂの領域別では、「話すこと・聞くこと」で全国を上回っていますが、「伝統的な言語文
化と国語の特質に関する事項」で全国を大きく下回っています。また、評価の観点別では、「話
す・聞く能力」で全国を上回っていますが、「言語についての知識・理解・技能」で全国を大き
く下回っています。

□ 国語Ａ・Ｂの問題形式別では、「選択式」「短答式」で全国を上回っています。

〔分析〕

○ 国語の基礎的な知識・技能が定着しています。
● 目的に応じて文章を読む際などに、情報を整理して内容を的確に捉えることに課題が見られます。
● 文の成分の順序や照応、構成を考えて適切な文を書くことに課題が見られます。

〔成果と課題〕

〔改善の方向性〕

◆の改善の方向性に関する事例を紹介しています。 P６〜P７

課題の解決に向けて、例えば次のような指導を充実させることが大切です。

【話すこと・聞くこと】
◇ 目的や場面に応じて的確に話したり聞いたりすることができるようにする指導
（例）・話の全体として伝えたいことを明確にし、それを分かりやすく伝えるために各部分を

どのように組み立てるかを考えて話す活動
・状況に応じて話の途中で質問したり、話が終わった時点で質問したりするなど、相手
が言いたいことを確かめたり、足りない情報を聞き出したりする活動

【書くこと】
◇ 目的や意図に応じて相手に分かりやすく書くことができるようにする指導
（例）・分かりやすい説明や具体例を加えたり、表現しようとする内容にふさわしい語句を選

んで描写を工夫したりする活動

【読むこと】
◆ 目的に応じて読み、内容を的確に捉えることができるようにする指導
（例）・目的や意図に応じて、文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見などとを読み

分けて内容を把握する活動

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】
◇ 語感を磨き語彙を豊かにすることができるようにする指導
（例）・それぞれの語句が話や文章の中でどのように使用されているか、自分が表現する

ときにどのように活用すればよいかについて辞書等を用いながら考えたり、
学習してきた多様な語句を意識的に使用したりする活動
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平成30年度全国学力・学習状況調査Ｂ問題から見られた課題

小学校
国語Ｂ
３一

【出題の趣旨】
目的に応じて、複数

の本や文章などを選ん
で読むことができる。

２ 授業改善例〔小学校国語〕

北海道 全国 差
山下さんは、どのようなことが知

りたくて【自伝「旅人」の一部】を
読んだのか、その説明として適切な
ものを選択する。

正答率 47.2 49.4 -2.2

無解答率 3.2 3.2 0.0
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「平成30年度＜小学校＞全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より
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平成30年度全国学力・学習状況調査Ｂ問題から見られた課題

中学校
国語Ｂ
１三

【出題の趣旨】
目的に応じて文章を

読み、内容を整理して
書くことができる。

２ 授業改善例〔中学校国語〕

北海道 全国 差

「天地無用」という言葉を誤った
意味で解釈してしまう人がいる理由
を書く。

正答率 14.2 13.3 +0.9

無解答率 8.1 7.0 +1.1
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「平成30年度＜中学校＞全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より
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